
令和３年度事業報告

令和３年４月１日から令和４年３月31日まで

犯罪の発生件数は、平成14年をピークに減少傾向で推移し、令和３年も前年より減少したが、

高齢者を狙った悪質ななりすまし詐欺や、女性・子ども被害の犯罪・声掛け事案が発生するな

ど、県民の治安に対する不安感が依然として大きい状況にある。また、令和２年に入って新型

コロナウイルスの感染拡大に便乗した詐欺や悪質商法の被害が発生するなど、新たな犯罪に対

する不安感も大きく、これら犯罪の被害防止に向けた迅速・的確な広報活動が求められた。

県防連では、令和３年度の事業計画に基づき、事業指針である「安全・安心で平穏な地域社

会の実現」に向けて、機関紙「防犯しゃくなげ」やホームページによる広報啓発活動等を積極

的に推進して県民の防犯意識の高揚を図るとともに、福島県警察、福島県、市町村や関係機関

・団体等との緊密な連携を図りながら、防犯ボランティアに対する支援活動、風俗環境浄化事

業、自転車防犯登録推進事業等の地域の安全に向けた各種事業を実施して「犯罪の起きにくい

社会づくり」を推進した。

事業名及び実施事項 実 施 内 容

第１ 犯罪防止地域安全活動事業

１ 県民の地域安全意 (1) 広報活動の推進

識の啓発、高揚事業 ア 機関紙｢防犯しゃくなげ｣の発行による効果的な広報

地域の安全に役立つ情報を掲載した「防犯しゃくなげ」を４回

発行(第382号、第383号、第384号、第385号)し、関係機関・団体、

個人へ配布するとともに、市町村の自治体組織を通じて各戸回覧

して防犯意識の啓発を図った。

○ 発行数 303,685部

○ 掲載内容

・ 382号

新入学・進級シーズンに合わせた防犯ブザーの使い方マニュ

アル、令和２年のなりすまし詐欺被害状況、オンラインゲーム

によるトラブル防止、地域安全作文コンクール最優秀作品、防

犯ボランティアの活動紹介、令和３年ポスター・標語・青パト

活動写真コンクール、県防連会員紹介、必ずしよう！！自転車

防犯登録、地域安全標語

・ 383号

警告機能付き電話録音機に係る貸出事業開始、令和３年地域

安全作文募集、繰り返されるＤＶ被害、福島県警からのお知ら

せ：ＰＯＬＩＣＥメール、正しく知ろう。大麻のこと、防犯ボ

ランティアの活動紹介、補導員の手記、必ずしよう！！自転車

防犯登録、地域安全標語

・ 384号

令和３年全国地域安全運動、令和３年地域安全運動ポスター

・標語・青パト活動写真コンクール審査結果、福島県警からの

お知らせ：ＰＯＬＩＣＥメール、令和３年防犯功労者・優良防

犯団体表彰、令和３年度通常総会、青パト配備、補導員の手記、

地域安全標語

・ 385号

年末年始の犯罪被害防止活動、令和３年全国地域安全運動実

施結果、県民大会の開催、年末年始の侵入盗に注意！、令和３



年全国防犯功労者・防犯功労団体表彰、令和３年地域安全作文

コンクール審査結果と最優秀作品の掲載、防犯ボランティアの

活動紹介、警告機能付き電話録音機貸出事業、補導員の手記、

必ずしよう！！自転車防犯登録、地域安全標語

イ ホームページによる情報提供

ホームページの周知徹底を図るとともに、効果を最大限発揮さ

せるべく、頻度高く更新を行い各種情報を提供した。

県警察の支援による犯罪情勢や現下の課題である「なりすまし

詐欺被害」の防止対策、各地区防犯協会やボランティアの活動状

況を掲載して県民の防犯意識の高揚を図った。

また、地域の安全に関する情報に加え、県防連の行事日程や風

俗管理者講習日程等を掲載することにより、より県民の立場に立

った迅速かつタイムリーな情報提供に努めた。

○ ホームページの主な内容

・ 防犯広報、トピックス お知らせ、県防連の活動、地区防

等の活動

＜防犯広報＞

令和３年中の福島県内のなりすまし詐欺被害状況、年末

年始の事件事故防止活動、還付金詐欺の被害が多発してい

ます、令和３年全国地域安全運動、一度使って見てくださ

い。警告機能付き電話録音機、新入学・進級時の地域見守

り活動への協力呼び掛けを行った。

＜トピックス お知らせ＞

令和４年全国地域安全運動地域安全ポスター・標語・青

パト活動写真コンクール応募要領、風俗営業管理者講習の

中止、令和４年中の主要行事日程、令和４年新年の会長挨

拶、寄附金受納、防犯しゃくなげ発行、全国防犯功労者等

の受章紹介、東北管区内防犯功労者等の受賞紹介、令和３

年通常総会結果等について、随時、掲載して情報提供を行

った。

＜県防連の活動＞

・ 福島県防犯協会連合会について

会長挨拶、組織のあらまし、アクセス

・ 防犯対策、優良防犯電話推奨品等の紹介、警告機能付き

電話録音機貸出し事業

・ 防犯活動

福島県防犯協会連合会の活動、活動状況、主要行事日程、

防犯しゃくなげ、功労者等表彰、地域安全運動各種コンク

ール入賞作品、ポスター等コンクール応募要領、地域安全

作文応募要領

・ 活動内容

風俗環境浄化協会の組織、風俗環境浄化事業、風俗営業

管理者講習日程

・ 自転車防犯登録推進事業

自転車防犯登録推進協会と事業、自転車防犯登録制度の

概要、自転車防犯登録手続、自転車防犯登録に関する相談



・ 古物商許可標識等申込み

標識の掲示と携行、許可標識等の斡旋、標識等の申込要領

・ 公告、情報公開

・ 賛助会員

・ お問い合わせ

＜地区防等の活動＞

福島地区防犯指導隊松川・立子山分隊、南会津防犯協会

連合会、川俣地区防、いわき東地区防泉支部、いわき南地

区防関の子広場、白河地区防本宮地区防仁井田地区、棚倉

町防犯協会近津・山岡支部、本郷こまわり隊、塩川地区万

引き防止パトロール隊、桑折地区防犯指導隊、岩瀬地区防

犯連絡所連絡会、伊達市防犯指導隊、いわき東地区小名浜

支部、伊達市防犯協会連合会梁川支部、日日和田地区防犯

指導隊、猪苗代地区防犯指導隊、いわき中央地区防等につ

いて紹介した。

ウ 地域安全カレンダーの作製、配布

地域安全ポスター・標語の入選作品を掲載した令和４年用地域

安全カレンダーを県警察と連名で作成し、地区防犯協会や防犯連

絡所、賛助会員等に配布し、地域安全意識の啓発を図った。

○ 発行数 8,520部

エ 新聞への広報記事の掲出

なりすまし詐欺被害防止、全国地域安全運動など、地域の安全

に関する広報記事を地元新聞に掲出し、県民の地域安全意識の啓

発を図った。

・ 福島民報(令和３年６月10日)の紙面に、「ＰＯＬＩＣＥメー

ル」登録に係る記事に協賛し、県民になりすまし詐欺の被害防

止と注意を呼び掛けた。

・ 福島民報(令和３年10月10日)及び福島民友(令和３年10月10

日)の新聞紙面に、「令和３年全国地域安全運動に伴う犯罪被

害防止」の広報記事を掲載して県民に注意を呼び掛けた。

・ 元輝新聞(令和３年10月号：高齢者向け新聞)の紙面に、全国

地域安全運動及びなりすまし詐欺被害防止に向けた警告機能付

き電話録音機の貸出事業開始の記事を掲載し、運動の周知と被

害防止を呼びかけた。

・ 福島民報(令和３年12月16日)の紙面に、なりすまし詐欺被害

防止記事に協賛し、なりすまし詐欺の被害防止を呼び掛けた。

・ 福島民報(令和４年１月10日)の紙面に、110番の日のキャン

ペーンとして、なりすまし詐欺被害防止特集記事を掲載して県

民に注意を呼び掛けた。

・ 福島民報(令和４年１月31日)の東日本大震災10周年キャンペ

ーン特集記事に協賛し、福島県の復興に係る理解促進を図った。

・ 福島民友(令和４年３月27日)のサイバー犯罪防止特集記事に

協賛して、サイバー犯罪防止に向けた意識の啓発を図った。

オ なりすまし詐欺被害防止活動の徹底

なりすまし詐欺被害の本県の実態、被害防止対策等を新聞、機

関紙「防犯しゃくなげ」、ホームページで繰り返し広報し、県民

の注意を喚起した。 ※ 前記エのとおり



カ ラジオ広報の実施

・ 令和３年度新入学期の地域安全活動（令和３年４月）に合わ

せ、４月６日から９日まで、ラジオ放送（エフエム福島）によ

る運動の啓蒙広報を行い、県民に犯罪被害の防止と見守り活動

等への参加・協力を呼びかけた。

・ 令和３年全国地域安全運動（令和３年10月11日から20日まで）

に合わせ、10月９日から20日まで、ラジオ放送（ラジオ福島）

による運動の啓蒙広報を行い、県民に犯罪被害の防止と地域安

全運動への参加を呼びかけた。

・ 令和３年年末年始の事件事故防止活動（令和３年12月）に合

わせ、12月10日から20日まで、ラジオ放送（エフエム福島）に

よる運動の啓蒙広報を行い、県民に犯罪被害の防止と地域安全

活動への参加を呼びかけた。

(2) 県民参加による活動の推進

ア ｢令和３年全国地域安全運動福島県民大会｣の開催

令和３年全国地域安全運動の県民行事として、県内各地区防等

からの参加を得て、令和３年10月20日、｢令和３年全国地域安全運

動福島県民大会｣（三春町：コミュタン福島））を県警察と共催で

開催した。

10月11日（水）からの運動期間中は、新型コロナウイルス対策

を実施しながら、県内各地で地域の実情に応じた可能な運動を展

開し、地域安全意識の高揚を図った。

県民大会で実施を予定していた防犯功労の個人・団体の表彰等

については、大会予定日以後に、地区防犯協会連合会、警察署等

を通じて滞りなく実施した。

イ 地域安全ポスターや標語、青パト活動写真の募集

県警察と共催して、小学生、中学生、高校生及び一般を対象と

した地域安全運動に向けたポスターや標語、青パト活動写真を募

集し、ポスター374点、標語2,519点、青パト活動写真５点と多数

の応募があった。厳正な審査により入選作品を決定し、表彰を行

うとともに入選作品を機関紙「防犯しゃくなげ」やホームページ、

新聞等で紹介するなど、広く各種広報活動に活用した。

入選作品は、全国防犯協会連合会主催の令和３年全国地域安全

運動に向けた公募に応募し、そのうち地域安全ポスター部門で、

齋丸結衣さんの作品が「佳作」に選出された。

【入選者】 公益社団法人福島県防犯協会連合会長表彰

○ ポスター

ｏ 最優秀

・小学生の部 ・会津若松市立河東学園６年 渡部 小夏

・中学生の部 ・石川町立石川中学校３年 迎 彩花

・高校生・一般の部

・県立福島東高等学校１年 菅野 空

ｏ 優秀

・小学生の部 ・本宮市立本宮まゆみ小学校６年 後藤 蘭



・いわき市立渡辺小学校５年 齋丸 結衣

・中学生の部 ・浅川町立浅川中学校３年 須藤よしみ

・浅川町立浅川中学校３年 塚本 心優

・高校生・一般の部

・学校法人尚志学園尚志高等学校３年

佐藤 美紅

・県立会津学鳳高等学校３年 小林 由季

ｏ 佳作

・小学生の部 ・白河市立白河第二小学校３年 森山 花

・棚倉町立近津小学校５年 藤田あつみ

・中学生の部 ・石川町立石川中学校２年 根本 佳織

・福島市立松陵中学校３年 須田 夕菜

・高校生・一般の部

・県立会津学鳳高等学校３年 小池 智

・会津若松ザベリオ学園

高等学校２年 平 瑠梨

○ 標語

ｏ 最優秀

・小学生の部 ・白河市立白河第二小学校３年 森山 花

・中学生の部 ・南相馬市立石神中学校１年 西内 心春

・高校生・一般の部

・県立勿来工業高等学校２年 今井ありさ

ｏ 優秀

・小学生の部 ・喜多方市立第一小学校４年 藤田 慈

・南会津町立荒海小学校１年 星 ここな

・中学生の部 ・南相馬市立第三中学校１年 村田 絢音

・本宮市立本宮第二中学校３年 吉田 竜輝

・高校生・一般の部

・県立坂下高等学校１年 大関 那南

・県立船引高等学校１年 佐藤 智也

ｏ 佳作

・小学生の部 ・会津坂下町立坂下東小学校２年川俣 菜那

・白河市立白河第二学校６年 佐藤 鳳王

・中学生の部 ・会津若松市立一箕中学校２年 岡本 士門

・桑折町立醸芳中学校２年 蓬田 瑛輝

・高校生､一般の部

・県立船引高等学校１年 三田 梨央

・県立坂下高等学校２年 齋藤 悠奈

○ 青パト活動写真

ｏ 最優秀 ・伊達市防犯協会連合会大田支部 遠藤 英次

ｏ 優秀 ・大原第一区防犯対策協議会 鈴木 勝

ウ 地域安全作文の募集

小・中学生を対象とした地域安全作文を募集し地域安全意識の

高揚を図った。応募数は､小学生の部111点､中学生の部431点であ



り、入選者を決定し、表彰するとともに、機関紙「防犯しゃくな

げ」やホームページ、新聞等で紹介した上、各種広報活動に活用

した。

【入選者】 公益社団法人福島県防犯協会連合会長表彰

ｏ 最優秀

・小学生の部 ・須賀川市立第二小学校６年 近内 正英

・中学生の部 ・いわき市立内郷第一中学校２年鈴木 瑛太

ｏ 優秀

・小学生の部 ・郡山市立行健小学校３年 渡邊 望羽

・会津若松市立一箕小学校５年 松下 奏英

・いわき市立泉小学校５年 佐藤 碧咲

・中学生の部 ・福島市立福島第四中学校１年 上倉 大馳

・白河市立表郷中学校３年 髙崎 健佑

・北塩原村立裏磐梯中学校３年 金作 愛凜

ｏ 佳作

・小学生の部 ・伊達市立伊達小学校５年 佐々木羚央

・田村市立船引小学校１年 菅野 乃愛

・会津美里町立高田小学校６年 齋藤 竣

・会津若松市立河東学園１年 横山 武尊

・喜多方市立関柴小学校６年 五十嵐陽向

・いわき市立勿来第一小学校６年

上神谷 花

・桑折町立醸芳中学校３年 角舘 慧悟

・中学生の部 ・鏡石町立鏡石中学校３年 緑河 里那

・猪苗代町立猪苗代中学校１年 齊藤 一佳

・いわき市立小川中学校１年 遠藤 瑠偉

・いわき市立平第一中学校３年 坂本 凜

・いわき市立錦中学校１年 泉 美羽

エ 入賞作品掲載のクリアファイルの配布による広報活動

地域安全運動ポスターや標語の入選作品を掲載した広報用クリ

アファイルを作製し、地域安全運動ポスター・標語、また地域安

全作文応募者への参加賞として配布したほか、作品は、地域安全

広報として広く活用した。

○ クリアファイル作成・配布数 5,000枚

２ 地域安全活動事業 (1) 安全・安心なまちづくりの推進

ア 地区防犯協会、防犯ボランティア活動の支援

○ 全防連の主催で12月６日～７日に開催された次世代学生防

犯ボランティアリーダー研修（東京）に大学生３名（東日本

国際大学）を派遣した。次年度以降も派遣することとして協

力の維持に努めた。

○ 防犯ボランティア支援に資する青色回転灯等整備支援事業

防犯パトロール用青色回転灯及び特製マグネットシートを

贈呈することとし、希望のあった郡山北地区防犯協会連合会、

白河地区防犯協会連合会、相馬地区防犯協会連合会の３地区



防へ贈呈した。

○ 防犯パトロール活動用「青色回転灯」貸出事業

白河地区防及び相馬地区防に継続貸出しした。各地区の実

情を踏まえて、貸出事業を終了し、配備を希望する地区防に

贈呈した。

○ 地区防犯協会、防犯ボランティア団体の活動を機関紙｢防犯

しゃくなげ」やホームページで紹介し、その活動を支援した。

【 紹介した防犯ボランティア団体 】

第382号 絹の里見守り隊(川俣町)

白河地区防犯指導隊西郷分隊（西郷村）

坂下Ｃｒｉｍｅバスターズ（会津坂下町・湯川村）

第383号 大玉村大山防犯協力会（大玉村）

ＯＫ自主見守り隊（猪苗代町）

久之浜大久防犯協会(いわき市)

第384号 福島北地区防犯レディーズ（福島市）

中谷地区防犯パトロール隊（石川町）

荒海防犯協会（南会津町）

第385号 小野地区防犯指導隊（小野町）

会津美里地区防犯協会両尾岐支部（会津美里町）

相馬地区防犯指導隊西部分隊（相馬市）

○ 防犯ボランティア保険の加入斡旋

防犯ボランティアが安心して活動ができるように安価な防

犯協会員団体補償保険（ボランティア保険）の加入を斡旋し
た。
・ 加入件数 603人

イ 防犯環境設計による安全・安心まちづくりの支援

防犯チェックシートを活用した住宅の防犯診断と防犯の家マ
ーク交付等の促進活動を実施した。

(2) 各季等における運動の推進
ア 全国地域安全運動の実施

運動期間中(10月11日から20日まで)、各地区防犯協会での出
動式、各種広報、啓発活動等により県民参加による安全運動を
実施した。

・ 9/30 全国地域安全運動中央大会（東京：明治記念館）中止

イ 春季、行楽期、夏季の地域安全運動の推進

春や行楽期、夏季に発生しやすい､空き巣、車上ねらい、自転

車盗や万引き等の犯罪防止を重点とした呼び掛け活動を行った。

また、子どもの被害を防止するため、各種ポスター、チラシの

配布等により「見守り活動」への協力等を呼びかけた。

ウ 年末年始における事件・事故防止活動の実施

運動期間中(12月10日から１月７日まで)、金融機関等の強盗、

侵入盗や街頭犯罪等の防止を重点とした運動を実施した。

・ 12月10日、福島市内での年末視察に参加

エ 活動日における活動の推進

毎月10日の「地域安全の日」、偶数月15日(15日が土日、祝祭

日の場合はその前の平日)の「なりすまし詐欺被害ゼロの日」、

関係機関・団体と連携しながら、街頭犯罪、なりすまし詐欺等



の防止、自転車利用者への施錠の徹底等の広報啓発活動を実施

した。

(3) 子ども、女性、高齢者を守る被害防止対策の推進

ア 高齢者被害防止対策の推進

多くの高齢者が被害に遭っている「なりすまし詐欺」の被害

防止のため、新しい手口などについて、機関紙「防犯しゃくな

げ」やホームページによる広報啓発活動を実施した。

また、警告機能付き電話録音機の貸出事業や優良防犯機器の

紹介を行った。

イ 子どもの安全対策の推進

通学路等における｢子ども見守り隊｣等の安全パトロール活動

の支援、「子ども110番の家」の周知徹底による積極的な活用の

推奨、防犯ブザー・ホイッスル等の防犯グッズの普及を図った。

声掛け事案の防止に向けて、ポスター・チラシの配布等によ

り県民の意識の啓発を図った。

ウ 女性の犯罪被害防止対策の推進

県警察や関係機関・団体、地域、ボランティア等による被害

防止活動の支援、全国防犯協会連合会で作成した資料やポスタ

ーを活用し被害防止対策を推進した。

(4) 職域防犯対策の推進

ア 金融機関等の防犯対策の推進

県警察や関係機関・団体等と連携し、金融機関等における強

盗被害防止の防犯対策を要請した。

イ 遊技業の防犯対策の推進

県警察と連携し、遊技業組合の業務研修時に、強盗事件の防

止や置引き被害の防止、さらに防犯全般について説明し、防犯

設備、対策の強化を要請した。

毎年実施している総会時の講話、研修会等については、新型

コロナウイルスの感染拡大等の社会情勢の厳しさから中止とな

った。

(5) 青色回転灯付防犯パトロール車の効果的運用

ア 防犯パトロール車による活動

当協会の青色回転灯付防犯パトロール車「事故なし号」を地

区防犯協会に貸し出し、地域安全広報や警戒活動を推進した。

・ 貸出日数 延べ600日 南会津防犯協会連合会

伊達市防犯協会連合会

イ 防犯パトロール活動用「青色回転灯」貸出事業(再掲)

防犯ボランティアのパトロール活動支援策として、防犯パト

ロール活動車に搭載する青色回転灯の貸出事業を実施した。

・ 白河、相馬の各地区防に貸与

ウ 防犯パトロール車の整備促進

日本宝くじ協会助成事業である青色回転灯付防犯パトロール

車を全国防犯協会連合会に配備申請し、県防連に配備となった。

２台体制となったことから、予算規模の小さい地区防を中心に



貸し出すこととしてる。

(6) その他の活動の推進

ア あいさつ運動、鍵かけ運動の推進

地域の安全に効果的な、隣り近所や地域内居住者のあいさつ

運動と施錠による鍵かけ運動を推進した。

イ なりすまし詐欺被害防止広報活動の推進

なりすまし詐欺の被害実態、被害防止についての広報活動を

各種広報媒体を通じて推進した。

３ 青少年の非行防止 (1) 有害環境浄化対策の推進

と健全育成事業 ホームページ、チラシ配布等を通じて、青少年の健全育成を阻

害する有害環境の浄化に向けた広報啓発活動を推進した。

(2) 少年非行防止広報の推進

ア ホームページ、ポスター等による広報

ホームページ、全国防犯協会連合会で作成した資料「家族で

学ぼう！ ネットの安全ルール」、「本当のところ、大麻ってど

うなのよ」等を地区防・警察署等を通じて配布し、効果的な広

報活動に行った。

イ 関係機関と連携した広報

防犯しゃくなげに、少年犯罪や万引き等の防止のため、関係

機関や団体と連携した広報活動を推進した。

(3) 関係機関との連携

県や関係機関が主催する行事・会議への参加や協賛・後援等に

より、取組みの一体化を図った。

・ ５/14 福島県青少年健全育成県民会議理事会・総会（中止）

・ 11/19 未成年者喫煙防止対策協議会出席

・ 11/27 被害者に優しい福島の風運動 集い2021 出席

４ 覚せい剤等薬物の (1) 関係機関との連携

乱用防止事業 ｢ダメ.ゼッタイ｡｣県普及運動実行委員会等との連携を図り、関

係機関・団体が取り組む活動を支援した。「ダメ.ゼッタイ。」令

和３年度福島県普及実行委員会については、新型コロナウイルス

をめぐる厳しい社会情勢から中止となった。

(2) 広報活動の推進

機関紙「防犯しゃくなげ」第383号に「正しく知ろう。大麻のこ

と」を掲載し、県内全戸回覧により広報を行った。また、全防連

配布パンフレット「本当のところ、大麻って どうなの」を配布

し、青少年を中心に県民に広く注意を喚起した。

５ 自転車防犯対策事 (1) 自転車盗難防止対策の推進

業 ア 広報活動の推進

機関紙「防犯しゃくなげ」に、毎号、自転車防犯登録に関す

る記事を掲載して周知を図ったほか、ホームページ、新聞等に



より、自転車防犯登録の推進や自転車盗難防止のための注意事

項等についての広報を実施した。

特に、ホームページに多数寄せられる自転車防犯登録に関す

る質問等については、丁寧に回答し、防犯登録の重要性等を広

く広報した。

イ パトロール活動の推進

防犯ボランティア団体等による駐輪場等のパトロール活動を

実施した。

(2) 自転車防犯登録業務の推進

ア 関係機関・団体との連携

県警察や県自転車防犯登録推進協会、県自転車軽自動車商工

協同組合と連携し、自転車防犯登録、電算登録業務を適正に推

進した。

・ 令和３年度 自転車防犯登録台数 51,760台

・ ４/22 令和３年度福島県自転車防犯登録推進協会

監査・理事会中止（郡山市）

・ ５/27 令和３年度福島県自転車防犯登録推進協会通常総会

同日令和３年度福島県自転車軽自動車商工協同組合定

期総会（郡山市） 通常総会、定期総会とも中止

イ 適正な業務推進に向けた自転車防犯登録所への指導

県警察や県自転車防犯登録推進協会、県自転車軽自動車商工

協同組合と連携して防犯登録所に対して自転車購入者の防犯登

録の実施について指導を行った。

ウ 迅速な防犯登録の推進

自転車防犯登録所に対する指導を強化し、迅速・適正な登録

カードの提出について再認識を図るとともに、指導者に対する

研修を行い指導体制を強化した。

・ 11/１ 福島県自転車軽自動車商工協同組合 指導員研修会

エ 自転車防犯登録に関する相談への適切な対応

ホームページなどを通じて多数寄せられる新規防犯登録や抹

消登録等についての相談に対し、迅速・適切に対応した。

オ ホームページでの広報活動の推進

県防連のホームページに防犯登録実施要領等を掲載し、県民

の利便性の向上を図ったが、閲覧数が相当数に達し、広報効果

が認められた。

６ 地域安全功労者・ (1) 全国・管区・県表彰受賞者の推薦

団体の賞揚事業 県警察との協議・検討により、表彰受賞者を推薦・上申し、地

域安全活動功労者・団体の賞揚に努めた。

【功労者・功労団体】

ア 警察庁長官・公益財団法人全国防犯協会連合会長連名表彰

○ 防犯栄誉金章

・いわき東地区防犯協会連合会 会 長 金成 克哉

○ 防犯栄誉銀章

・いわき東地区防犯協会連合会玉川支部 支部長 蛭田 三男

・猪苗代地区防犯指導隊 顧 問 大川原勝人



イ 警察庁長官・公益財団法人全国防犯協会連合会長連名表彰

○ 防犯功労団体

・伊達市防犯協会連合会大田支部

ウ 公益財団法人全国防犯協会連合会長表彰

○ 防犯栄誉銅章

・小川地区防犯協会 会 長 大森 嘉雄

・三島町防犯連絡会 会 長 細堀 清

・南相馬地区防犯指導隊副隊長兼原町区北部隊

隊 長 岡 征四郎

・福島地区防犯指導隊副隊長兼八島田分隊

隊 長 渡辺 武

・岩瀬地区防犯連絡所連絡会 顧 問 小針 武夫

・小野地区防犯指導隊 隊 長 宗像 幸一

エ 東北管区警察局長・東北防犯協会連絡協議会長連名表彰

○ 防犯功労者

・塙町防犯協会常豊支部 支部長 天沼 芳美

・西袋交番連絡所連絡会 会 長 円谷 正美

・桑折地区防犯指導隊国見町指導隊 隊 員 秦 照子

・川俣地区防犯協会連合会副会長 副会長 菅野 一意

・白河地区防犯指導隊東分隊 分隊長 関根 秀樹

・南相馬地区防犯指導隊原町区南部隊 隊 長 谷津 圭一

・相馬地区防犯指導隊中部分隊 分隊長 志賀 政行

・いわき東地区防犯協会連合会小名浜支部

支部長 小野 民子

・郡山地区緑ヶ丘地区防犯協議会 会 長 佐藤 廣

・福島地区防犯指導隊吾妻西分隊 副分隊長 佐藤 武夫

・喜多方地区防犯協会駒形支部 副支部長 椿 芳侑

○ 優良防犯団体

・桑折町防犯協会睦合支部

・本郷こまわり隊

・四倉町防犯協会

オ 福島県警察本部長・公益社団法人福島県防犯協会連合会長連名表彰

○ 防犯功労者

・福島北地区 鈴木 ハル 以下72名

○ 防犯功労団体

・郡山北地区 熱海地区防犯指導隊 以下32団体

○ 優良防犯連絡責任者

・会津美里地区 鈴木 巖 以下36名

○ 特別功労者

・富岡地区 長谷川忠昭

○ 特別功労団体

・富岡地区 前田ＪＶパトロール隊

７ 捜査協力報償事業 (1) 犯罪の予防、捜査協力等への支援

犯罪捜査への協力により損失を被った質屋・古物商等に規定に

従い報償金を交付(10件)した。



(2) 古物商管理者講習の支援

県中古自動車販売協会が実施する古物商管理者講習で、法令遵

守、盗品自動車の流通防止等の周知徹底を図った。

・ 福島県自動車盗難防止対策協議会中止

・ 福島県中古自動車販売協会定期総会中止

・ 10/14 ＪＵ福島 古物管理者講習出席

８ 防犯資器材等の普 (1) 防犯性能に優れた防犯資器材等の普及促進

及及び斡旋事業 ア 県警察や関係業者等との連携により、優れた防犯器材、侵入犯

罪防止に優れた建物部品を地区防犯協会に紹介し普及促進を図っ

た。

イ 各地区防に斡旋物品の見本を配布し、各地区防が対応しやすい

システムを構築して積極的に紹介・斡旋を行った。

・ 腕章 220枚

・ 防犯連絡所表示板 146枚

・ 防犯チラシ

・ 防犯広報用ＤＶＤ など

(2) 標識等の斡旋

質屋、古物商許可標識、防犯連絡所標識 について、迅速な手配

に努めた。

・ 古物商許可標識 304件 356枚

・ 行商従業者証 29件 97枚

・ 質屋表示札 0件 0枚

第２ 風俗環境浄化事業

１ 善良な風俗の保持 (1) 福島県公安委員会からの受託事業の確実な履行

及び風俗環境の浄化 ア 風俗営業管理者講習の実施

事業 風営適正化法に基づく風俗営業の管理者に対する講習を、年

間計画により13回（中止２回） 246人に実施した。本年は、新

型コロナウイルスの影響を考慮し、柔軟な対応を行った。

月日 講習種別 実施場所 人員

１ 6/ 3 接待飲食等営業 福島市あづま総合体育館 31

２ 6/17 々 白河市サンフレッシュ白河 11

３ 6/24 々 会津若松市北会津支所 21

４ 7/ 2 々 南相馬市労働福祉会館 12

５ 7/15 々 郡山市安積総合学習センター 34

６ 8/24 々 伊達市伊達総合福祉センター 21

７ 10/ 6 遊技場営業 福島市あづま総合体育館 13

８ 10/21 々 会津若松市北会津支所 10

９ 11/ 4 々 いわき市いわきゆったり館 11

10 11/18 々 相馬市総合福祉センター ７

11 12/ 2 々 郡山市安積総合学習センター 36

12 1/13 接待飲食等営業 いわき市いわきゆったり館 26

13 1/20 々 喜多方市喜多方プラザ 13

14 1/27 々 いわき市小名浜市民会館 中止

15 2/ 9 々 郡山市安積総合学習センター 中止



イ ホームページによる講習日程等の情報提供

ホームページに、講習日程や受講上の留意事項等を掲載し、

県民の利便性の向上を図った。

ウ 風俗営業申請等の調査の実施

風営適正化法に基づく風俗営業所の許可申請に対する調査を

適正に実施した。

・ 令和３年度 35箇所

(2) 風俗環境浄化活動の推進

ア 県警察、県関係機関等との連携により、風俗環境浄化、風俗

営業の健全営業の広報啓発活動を推進した。

イ 少年指導委員等の活動の援助

少年指導委員に対する支援に向けて、現状把握に努めるとと

もに、具体的支援策の検討に努めた。

ウ 風俗営業者の健全営業の指導

風俗営業管理者講習、風俗営業申請等の調査時において、法

令遵守による健全営業について指導し、風俗環境の浄化を図っ

た。

第３ その他

１ 東日本大震災等被 (1) 関係地区防犯協会への支援

災地に対する地域安 復興途上にある活動困難地域（双葉警察署管内）の防犯ボラン

全支援事業 ティアに対する支援について検討を行い、協議を継続した。

次年度以降の支援要請の声があることから、具体的な事業につ

いて実施を図ることとする。

また、被災地域の治安情勢に応じた施策への支援を検討・実現

する。

２ 協会事務等 (1) 会議等の開催

ア 理事会の開催

○ 第１回理事会

令和３年５月25日に福島市内で開催を予定していたが、新

型コロナウイルスの感染拡大により開催を見送り、決議の省

略（みなし決議）の運用により、令和３年度収支決算等を議

決・承認した。

○ 第２回理事会

令和４年３月10日に福島市内で開催し、令和４年度事業計

画及び令和４年度収支予算等について議決・承認した。

イ 通常総会の開催

令和３年６月９日に開催を予定したが、新型コロナウイルス

の感染拡大により開催を見送り、みなし決議を運用して、令和

２年度の収支決算等を議決・承認するとともに、令和３年度の

事業計画・収支予算等を報告した。

ウ 福島県防犯連絡所協議会連合会理事会の開催

福島県防犯連絡所協議会連合会理事会を県警察との共催で開

催することとしていたが、新型コロナウイルスの感染拡大によ



り、開催を見送り、書面表決で実施した。議案については、滞

りなく、議決・承認された。

(2) 会議への出席

ア 県警察、関係機関・団体等主催会議への出席

県警察本部、県暴力追放運動推進センター、県・地区遊技業

協同組合、ふくしま被害者支援センター、県青少年育成県民会

議、県中古自動車販売協会等が主催する会議等に専務理事等が

出席することとしていたが、新型コロナウイルスの感染拡大に

より、ほとんどの会議が集合しての開催が見送られたことから、

開催が挙行された会議等にのみ出席し、連携・協力関係を構築

した。

・ ４/23 第71回社会を明るくする運動福島県委員会

・ 10/14 福島県中古自動車販売協会研修会

・ 10/26 第31回暴力団根絶福島県民大会

・ 11/19 福島県青少年健全育成県民大会

・ 全国地域安全運動中央大会 中止

・ 福島県被害者支援センター定時総会 中止

・ 福島県防犯設備協会総会 中止

・ 福島県被害者支援連絡協議会 中止

イ 全国防犯協会連合会関係会議等への出席

・ ７/７ 東北防犯協会連絡協議会総会

・ ７/16 専務理事･事務局長会議及び風俗環境浄化事業運営

管理者全国会議 ウエブ会議 参加

(3) 活動基盤の整備

ア 組織体制等の見直し

厳しさを増す財政状況を踏まえ、組織及び各事業の有効性や

必要性を検証し、組織体制、事業内容の見直しを図った。

・ 県防連所有に係る青パト１台の廃車など

イ 賛助会員の加入促進等による活動予算の確保

県防連に対する理解の促進と活動予算の確保に向けて、個別

勧誘活動等を実施し、会員拡大に努めた。また、既存の賛助会

員の運営への貢献に対して謝意を表することとして、17団体、4

個人に対して感謝状を贈呈した。

・ 令和４年３月末の賛助会員は、178団体・企業、32個人と

なっている。

ウ 防犯思想の普及及び防犯活動支援に資する「寄附型自動販売

機整備事業」の推進

県民に対する防犯思想の普及と防犯ボランティア支援予算の

確保を目的に、上記事業の具体化に向けた検討を令和元年度か

ら実施していたが、令和２年９月に飲料水事業者の協力の下、

制度化したが、新型コロナウイルスの感染拡大による厳しい社

会情勢を踏まえて、協力要請活動を控えることとした。

以下余白




